
 大野市の将来ビジョンを構成する脱炭素な取組（案）
※導入施設や場所は決まったものではありません。

市街地エリア 農山村エリア

廃棄物処理を
核とする地域の

エネルギーセンターの
構築 農業用水路等を活用した

小・マイクロ水力発電

停電自立型の
燃料電池等の活用

スマート農林水産業
スマート技術（AI・ビッグデータ）

を活用

商用車の電動化・
脱炭素化

地域材の活用により
里山管理を促進する

治水、利水ダムの
エネルギー活用

営農型太陽光発電

荒廃農地や
ため池を活用した太陽光

発電設備の設置

雪・氷の利用
（雪室）

再エネ水素利用 地産地消による
輸送CO2削減

自動運転の電動バス
やe-bike等による
地域の足の確保

農林業機械・用排
水機等の省エネ

木質ペレット・
薪ストーブ

ZEH・電気自動車

電動車やコミュニティバス
等を組み合わせたMaaS

再エネの供給と
需要の融通管理

停電自立型の燃料
電池等の活用

充電スタンドの設置・
カーシェア

AI・ICTを活用した
光熱費の見える化

住宅・マンションの屋根・駐車場に自家消費型太
陽光発電設備（ヒーター付）を最大限導入

再エネが余っている地域と
の連携による再エネ融通

家庭ごみの有料化、ナッジ
等を活用したゴミの削減
（雑がみ・生ごみ）

ソーラーLED防犯灯
スマートLED街路灯省エネ家電（照明・給湯器）

宅配BOXの活用

新規はZEBで建築
木質化・木造化

CO2削減ポイント

ゼロカーボン・
ドライブの普及

脱炭素化移動手段
の活用拡大

家畜排せつ物の
エネルギー利用

エコツーリズム

農泊・ワーケーション

住宅街エリア

資料５

ライフスタイル別、ライフシーン別などの
整理方法も考えられます。

DXによるサテライト
オフィス

木質バイオマスの
熱利用

園芸施設での
木質バイオマス
エネルギー利用

木質バイオマス発電


